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事 務 連 絡 

平成 25年８月 28日 

 

 

日本医学放射線学会理事長 栗林幸夫 殿 

 

 

厚生労働省医政局医事課 

 

 

チーム医療の推進に係る意見照会について 

 

 

現在、チーム医療を推進する観点から、「チーム医療推進方策検討ワーキンググルー

プ」（以下「ワーキンググループ」という。）において、各医療関係職種の業務範囲の見

直しも含め、多職種協働によるチーム医療を推進するための方策について検討を進めて

いるところです。 

ワーキンググループにおいて、各医療関係職種の業務範囲の見直しに係る提案を募集

したところ、公益社団法人日本診療放射線技師会から、IGRT（画像誘導放射線治療）

による放射線治療の際に、直腸部のガスを吸入するために肛門からカテーテルを挿入す

る行為を診療放射線技師の業務に加えてほしいとの御提案がありました。 

平成 25年８月 26日に開催された第 12回ワーキンググループにおいて、この御提案

について議論していただいたところ、ワーキンググループの委員から、この行為を診療

放射線技師が実施する場合における医療安全の観点について、貴学会の意見を聴くべき

との御意見がありましたので、貴会の御見解をお伺いいたします。 


